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Na冷却高速炉における大口径配管の流力振動評価に関する研究 
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次世代型ナトリウム冷却高速炉１次冷却系コールドレグ配管では、中間熱交換器上部プレナムから配管へ

の流入条件が旋回流となることが数値計算より予想されている。今回の実験では 1/7 スケールモデルを用

い、流入条件を旋回流とした場合の圧力変動を計測し、より実機に近い条件で配管の圧力変動特性を調べ

た。 
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1. 緒言  

次世代ナトリウム冷却高速炉の 1 次冷却系コールドレグ配管では、高レイノルズ数かつ急な曲がり角の

エルボにより流れの剥離が生じ、大きな圧力変動が起きると予想される。今までに実機の 1/7 スケールの

配管で流入条件を発達乱流とした場合の、流動場の可視化(PIV)、および壁面圧力試験による配管の圧力変

動特性の取得がなされてきた[1]。また、実機では流入条件が旋回流となることが予想されるため、本研究

では旋回流流入時のエルボ圧力変動特性の計測を行った。 

2. 実験  

試験装置は D=126.6 mmの実機の 1/7 スケールの 3 段エルボ体系の配管を用い、作動流体は 45℃の水と

した。主流 Re を 5.0×105とし、キャビテーション防止のためループ全体に 0.05MPa の圧力をかけた。また、

旋回流を生成するために試験部上流に管断面の接線方向に水を流入させる機構を設けた。流入量により旋

回流の強度を変更することができ、異なる旋回流強度で壁面圧力試験を行った。試験部にセンサーを挿入

するため 2 mmの穴を設け、光ファイバー圧力センサーを挿入し壁面圧力を測定した。 

3. 結果  

右図は 1stエルボ剥離域近傍 30(腹を 0,背を

180とし、旋回方向を正とする)の発達乱流流入時

と、旋回流流入時の圧力変動をフーリエ変換し、

比較したものである。剥離域からの渦放出に対

応するとされる St=0.5 のピーク[2]は旋回流が

流入することにより見られなくなっている。こ

れは旋回流により剥離域が旋回方向に移動、縮小

していることとも整合しており、剥離域の形状、

位置の変化により圧力変動特性が変化することが

わかった。 
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